












Twenty poems by Emily Dickinson are selected and translated into 
Japanese here with notes, comments, and a brief bibliography. One 
of the most unique of nineteenth-century American poets, Dickinson 
wrote about 1800 poems in her life. Most of her works are often 
described as charmingly beautiful; but, because they are condensed 
into utmost brevity, they often have multiple levels of meaning, and 
are therefore ambiguous and occasionally obscure.
Accordingly, many translators have attempted to render them into 
Japanese, for years. And I have always felt that many of them are 
good enough, but not satisfactory enoush, sometimes with 
misunderstandings and sometimes lacking poetic delicacy in the 
translated Japanese.
I am aware of the impossibility of translating poetry perfectly. But 
I dared this time again to translate those poems of Dickinson, and I 
hope my renderings may satisfy many Dickinson lovers and scholars 
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解説（あとがきにかえて）
　詩の翻訳は、大変むつかしい、とよくいわれる。たしかに詩の翻訳は、正
確で読みやすくなければならないのは当然として、いくつかのヴァリアント
（異文）が存在したり、いくつかの解釈が可能であったりする場合には、そ
のうち一つを選ばなければならない。そのうえ、訳した後、詩になってなけ
ればならないのである。
　だから、よい訳詩に出会うことは、稀である。にもかかわらず、次々訳詩
が試みられるのである。とくに原詩が優れている場合には、そうである。
153エミリ―・ディキンスンの詩・20篇
　エミリー・ディキンスンの詩も、今までに多くの日本語訳が公にされてき
た。大木剛士編『日本におけるエミリー・ディキンスン書誌（1896-2000）』
に掲載されているだけでも、相当な数にのぼる。かつて1980年ころ、私も僅
かながら試みたことがあり、それも同書に採録されている。しかし、それも
含めて、多くの訳詩は、勝手ながら、みな、少しのところで、納得がいかな
いのである。
　今回、上のような20篇を選んで翻訳を試みた。当然のことながら、手を入
れるごとに、よくなることも、悪くなることもある。完全な訳詩はないと知
りつつも、なんどか書き改めたのち、不満は残るが、ここで思いきって発表
することにした。種々ご教示いただければ幸いである。
